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 僕は 3年次編入ということや、今年の前期は就職活動によってあまりかかわることがで

きなかったが、この期間の中で、いかに人を呼ぶということが難しく、またそこからお金

を落としてもらうことがとても困難であるということを知った。峰の原は行ってみれば、

ペンションのオーナーさんたちはとても温かく、そして落ち着いて過ごせる空間があるな

ど来てくれれば分かる魅力がたくさんある。しかし、私たち学生の力では呼ぶことができ

るのも学生だけでペンションさんにとってメリットのあることができたかというとできた

とはいいがたいと思う。しかし、来ていただいた学生はとても楽しかったという評価をい

ただくことができた。あとはリピーターにどのようになってもらうのか、学生以外の一般

のお客様を呼んで、峰の原でお金をつかってもらうかが重要課題であると思う。人が多く

訪れて、営業利益が多く出せるということになればペンションに興味を持つ人ができ、ペ

ンションをやってもいいなと思う人が増えると思う。そうすれば後継者不足という問題も

解決できるのではないかと思う。峰の原の学習を通して自分は考える力を養うことができ

た。人が来てくれるアイディアやおもしろい行事の提案をする力である。この能力は今後

の僕の社会人生活でも活かすことができると思う。僕以外の 4年生は 1年生や 2年生から

峰の原に携わってきて多くのことを残すことができたと思う。しかし、僕は何かを残せた

かというと、何も残せなかったのではないかと思う。僕は、実践を通して考える力を養う

ことができたのに、峰の原にその対価を払うことができなかった。僕は来年から旅行会社

に就職して働くことが決まった。この 2年間の恩返しとして僕が峰の原にできることは会

社を通して、峰の原に多くの観光客を呼ぶことだと思う。来年からは学生ではなく一人の

社会人なのでできることは多い。だからこそきちんと恩返しをしたい。 

 


